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本経はkhuddakanikiiyaの第5経に位置する。 Uragavagga, Culavagga, 






















たことが見出せるのである。（Sn.31, 179, 570, PTS干IJ本91p.123p）。従
ってgahapatiを含む｛弗教sa111ghaは存在しなかったことが明らかであろう
と考えられる。 gahapatiの日常宗教生活は、“Gotama".1sarar:iaf!l gac-
chami dhamma己cabhikkhusa".1ghan ca, upasake no bhava111 Gotamo 





し、 Pir:iarhna hane「殺害しない」（Sn,117, 394, 121, 400）、 nacadinn-
am adiye「他人の所有物を盗まなし、」（Sn,119, 121, 395）、 musana bhase 
（嘘をつかなし、） (Sn, 100, 126, 129, 131, 397, 400, 661）、悪人遠離して善人
親近すべき（Srt. 94）、年老りを敬い、 M孟tiipitu-upaHhana111「父・母に孝
行を作す」（Sn,98, 124, 125, 262, 404）、兄弟姉妹あるいは義母と和合する
(Sn, 125）、 puttadlirassasangaho「妻子を愛し護ること」（Sn,262）、 ia-
titthaddho「血統を誇り」、あるいはgottiitthaddho「氏姓を誇っていて」、
Sal!l而 til)'latimanneti （しかも己が親戚を軽蔑する） (Sn, 104）ことを止
め、五五takananca sangaho「親族を愛し護る」、 anavajjii.nikammani「非
難を受けない行筋」（Sn,263）。 a.rat!papa「悪を止め」、 viratlpapa 「悪
を離れ」（Sn,264）。 itthidhutto「男は女に溺れ」ないこと（Sn,106, 814 
817,820,821）。 Suradhutto「酒にひたり」しないこと（Sn,106, 398～400）。
majjapanii ca sal!lyama「飲酒をつつしみ」（Sn,264) o akkhadhutto 「賭
博に耽り」（Sn,106）、得るに従って得たものをその度ごとに失うような









260）、 Danan.ca dhammacariya「施興と、理法にかなった行L、」（Sn,263) 
Dhammena m瓦tapitarobhareyya「正しい法に従って得た財を以て父と
母を養L、」 payoyayedhammikaITI so vai:iiiaf!!「正しい商資を行L、」、つと
めに酌んでこのような怠ることなく暮し（Sn,404）、 Bahusaccanca si-
ppan ca vinayo ca susikkhito subhasita ca ya vii.ca「深い撃識あり、
投術を身につけ、身をつつしむことをよく翠び、ことばがみごとである
こと」（Sn,261)、attasammapar:ii dhi「自らは正しい誓願を起して」（Sn,
260）、 khanti「耐之忍ぶこと」 sovacassata「言語のやさしいこと」、 sam-
ananan ca dassanam「諸々のく道の人〉に曾うこと」、 kalenadhamma-
sakaccha「適首な時によく聞法し」（Sn.266）修養（tapo）と、 brahmacar-
iya「清らかな行L、」と、 ariyasaccanadassanaf!J「聖なる員理を見ること」、
n ibbanas acchikiriya「安らきを瞳得することが marigalamu ttamaryii「こよ
なき幸せである」（Sn,267）。これらのなすべきことを作し、 Di~~hi日 ca 
anupagamma「諸々の邪まな見解にとらわれすー」、 silavadassanena sa-
mpanno「戒めを保ち、観察の智慧を具えて」 kamesuvineyya gedharp 
「諸々の欲望に関する貧りを除いた人は」、 nahi ja tu gabbhaseyyar:i 
punaret；「決して再び母胎に宿ることがないであろう」（Sn,152）。あるし、
は又 Sayampabheniima upeti dev巴「死後に自ら光を放つという名の神
神のもとに赴くのであろう」（Sn,404）。若し理に反して生き者を殺し、邪
悪で、悪行をなす者は死後に地獄に喧ちる（nirayarpupeti) (Sn, 247,248 






















わせる。即ち、 saddh’；dhavittar:i purisassa seqha~o「この世では信仰
か人間の最上の富である。」（Sn,182) ~addhassa 広aharam esino sacc-














従って信じるというのは“samam adhigatal)1 dhammaf!l na kassaci 
saddhati川町「自ら瞳験したことがらを信し、如何なる人をも信じなし、」こ
とであり、或いは、“Siitiyesuanassiivi atimane ca no yuto, sanho ca 





ghosa({i弗音、費音、 A.D. 420頃）によると、“Nasaddho ti samal"!l sa-
yam abhinnatam atta pacchakkhaf"!l dhammar:i na kassaci saddhati 










3. dana and pun凸a
このような徹底した合理主義的な立場を取る gahapatiらの saddha の
生活の中には dfiina＼あるいは yaiiiia( .fY可，柁り）によって punna,(puryya, 
福徳，功徳）が成就（sampadii）出来得ることを示唆している。つまり、こ i
の世で施しの求めに磨、ずる在家の施主（diinapa ti）、幅徳をもとめ幅徳、を
















h を布施の Cont巴xtに於いて用いている。 Yannaは通常は血を件う供犠
であり、｛弗教はこれを認めない。 Snoでもこれらのことを否定しでいるJl31



















徳を生ずるのである。」｛川と dii.naを行ずることは pu而 aを生ずるにつな
がる。しかもそれが浄財であるならばより多くの pu而aが生じ得ること
を示唆している。
ところが、これらの diinaを行ずる封象の中てもより多くの pu而a が
生じ得るのは誰になるだろうかが問題になるだろう。
彼らは幸せな人（sugata)（プッダ）の第子であり、彼らはdiinaを受け
るべきである。“etesudinniini mahapphalli.ni, idam pi sa111ghe ratan-
am panltam, etena saccena suratthi hotu.”「彼らに施したならば、大
いなる果報をもたらす。この勝れた賓（samgha）のうちにある。この真理

















































The suttanipata SBE. X, part. I, 1881. introd. pp. Xi. 






(3) Sn. 136, 142, 462, 607～611, 650～652; SN. I, p.166, DN. II, p. 80～ 
98. J. I, p. 430. Dhp. 393, Dhp A. N, 152. AN. N, p. 207～208 ; VN. 
Mahavagga 20. Utt. XXV, 33. MBhL I, 261, 15. 








(5) Pi・p.549, I. 29 



















(10) Sn. 505～ 506 
(1) Sn. 509; AN.田.p.337G:J.皿， p.300, l.17. 
(12) Sn. 509 
(13) Sn. 81, 249 











(17) Sn. 182 
率的立場を基盤とする｛弗教文化史的な立場から探究する必要があると考
える。
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